
技 

術 

情 

報 

建
設
事
業
に
お
け
る
馴
化
を
活
用
し
た
 

希
少
猛
禽
類
の
保
全
技
術
 

株
式
会
社
ド
ー
コ
ン
 

土

門

優

介

 

一
 

．
 

は
じ
め
に
 

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
行
わ
れ
る
 

建
設
事
業
で
は
、
近
く
に
希
少
猛
禽
類
 

の
繁
殖
地
が
あ
り
、
工
事
影
響
が
懸
念
 

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
希
少
猛
禽
類
 

へ
の
保
全
対
策
は
、
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
 

ン
の
考
え
に
基
づ
き
、
「
回
避
」
、
「
低
 

減
」
、
「
代
償
」
と
い
う
順
番
で
検
討
さ
 

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
回
避
」
 
に
つ
い
 

て
は
、
繁
殖
時
期
を
避
け
た
工
事
の
実
 

施
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

こ
れ
ら
保
全
対
策
は
、
工
事
推
進
と
ト
 

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、
 

繁
殖
期
を
避
け
て
工
事
を
実
施
し
た
場
 

合
に
は
、
希
少
猛
禽
類
を
保
全
で
き
る
 

代
わ
り
に
工
事
で
き
な
い
期
間
が
発
生
 

し
、
工
事
が
遅
延
し
て
し
ま
う
。
こ
の
 

た
め
、
希
少
猛
禽
類
を
保
全
し
、
か
つ
 

工
事
を
遅
延
さ
せ
な
い
保
全
対
策
が
望
 

ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
方
法
 

の
ー
つ
と
し
て
馴
化
技
術
を
応
用
し
た
 

「
低
減
」
に
関
す
る
保
全
事
例
を
紹
介
 

す
る
。
 

一
．
馴
化
と
は
 

馴
化
と
は
、
生
物
が
環
境
変
化
に
適
 

応
し
て
い
く
た
め
に
ク
馴
れ
ク
さ
せ
る
 

こ
と
で
あ
る
。
猛
禽
類
へ
の
馴
化
は
、
 

鷹
匠
の
放
鷹
術
と
し
て
日
本
古
来
、
現
 

在
ま
で
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
歴
史
 

の
あ
る
技
術
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
 

鷹
匠
が
鷹
を
調
教
す
る
際
に
、
刺
激
の
 

弱
い
も
の
か
ら
徐
々
に
馴
れ
さ
せ
る
こ
 

と
で
、
最
終
的
に
強
い
刺
激
に
も
馴
れ
 

さ
せ
る
技
術
で
あ
る
。
保
全
対
策
と
し
 

て
の
馴
化
は
、
こ
れ
を
応
用
し
た
も
の
 

で
あ
り
、
建
設
事
業
の
工
事
作
業
を
馴
 

れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
猛
禽
類
を
保
全
し
 

な
が
ら
工
事
を
進
め
る
保
全
技
術
で
あ
 

る。 し
か
し
、
保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
 

は
、
具
体
的
な
手
法
が
記
載
さ
れ
た
技
 

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
ま
た
猛
禽
類
 

の
馴
化
に
つ
い
て
、
オ
オ
タ
カ
等
に
関
 

す
る
対
外
発
表
・
論
文
が
あ
る
も
の
の
 

数
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
 

保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
は
、
技
術
的
 

に
発
展
段
階
に
あ
る
と
言
え
る
。
 

弊
社
で
は
、
建
設
事
業
に
お
け
る
希
 

少
猛
禽
類
の
保
全
へ
の
取
り
組
み
に
際
 

し
、
鷹
匠
や
有
識
者
の
助
言
を
得
な
が
 

ら
馴
化
手
法
を
検
討
・
実
施
し
た
。
次
 

節
で
は
、
保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
の
 

実
施
事
例
を
紹
介
す
る
。
 

三
．
実
施
事
例
 

」 

－ 

一
 

本
事
例
は
、
北
海
道
北
部
オ
ホ
ー
ツ
 

ク
海
側
の
防
災
事
業
に
お
い
て
、
種
の
 

保
存
法
で
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
 

指
定
さ
れ
て
い
る
チ
ュ
ウ
ヒ
を
保
全
し
 

た
も
の
で
あ
る
（
写
真
）
。
本
事
業
地
 

周
辺
の
サ
サ
原
に
は
チ
ュ
ウ
ヒ
が
営
巣
 

し
て
お
り
、
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
 

て
は
本
種
の
保
全
が
必
要
で
あ
っ
た
。
 

一
方
、
本
事
業
で
は
、
防
災
事
業
と
い
 

う
性
質
上
、
工
事
個
所
の
変
更
は
で
き
 

ず
、
早
期
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、
 

積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
た
め
、
冬
季
の
工
 

' 轟． 

写真 飛翔するチュウヒ 

事
が
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
 

か
ら
、
チ
ュ
ウ
ヒ
へ
の
保
全
対
策
と
し
 

て
繁
殖
期
を
避
け
た
工
事
が
で
き
な
い
 

状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
 

事
業
で
は
、
チ
ュ
ウ
ヒ
を
保
全
し
な
が
 

ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
全
 

対
策
と
し
て
、
馴
化
を
採
用
し
、
実
践
 

し
た
。
 

馴
化
は
、
工
事
期
間
と
な
る
平
成
一
一
 

四
年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
毎
年
実
施
し
 

た
。
チ
ュ
ウ
ヒ
の
営
巣
地
は
、
年
に
よ
 

り
異
な
る
が
、
事
業
地
か
ら
一
〇
〇
ー
 

三
〇
〇
m

程
度
の
距
離
に
位
置
し
て
い
 

た
。
馴
化
は
、
繁
殖
期
の
四
月
＄
九
月
 

に
月
一
回
の
頻
度
で
、
 
一
回
あ
た
り
111 

日
間
を
基
本
と
し
て
実
施
し
た
。
具
体
 

的
な
馴
化
方
法
と
し
て
は
、
最
初
は
刺
 

激
の
小
さ
い
工
種
か
ら
馴
れ
さ
せ
、
少
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し
ず
つ
刺
激
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
 

段
階
的
に
工
事
作
業
を
馴
れ
さ
せ
た
 

（
図
）
。
馴
化
対
象
と
な
る
工
事
作
業
を
 

行
っ
て
い
る
際
に
、
チ
ュ
ウ
ヒ
の
普
段
 

の
行
動
（
以
下
、
正
常
行
動
と
称
す
）
 

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
作
業
に
 

ク
馴
れ
た
ク
 
と
判
断
し
た
。
 
一
方
で
、
 

普
段
と
異
な
る
行
動
（
以
下
、
非
正
常
 

行
動
と
称
す
）
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
 

工
事
を
一
時
休
止
し
、
そ
の
後
正
常
行
 

動
が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
工
事
を
再
開
 

し
た
（
図
）
。
な
お
、
工
事
を
一
時
休
 

止
し
た
時
間
は
、
数
時
間
ー
半
日
で
あ
 

っ
た
。
休
止
時
間
を
短
く
す
る
工
夫
と
 

し
て
、
休
止
中
は
工
事
現
場
か
ら
人
を
 

撤
収
さ
せ
る
こ
と
で
、
チ
ュ
ウ
ヒ
が
普
 

段
通
り
に
動
き
や
す
い
状
況
と
し
た
。
 

本
事
例
で
は
、
馴
化
対
象
と
な
る
工
事
 

重機の誼置 

モニタリング … 
V 

重操のエンジン穆．のみ 

モニ●リング i 
V 

正常行勧 

重繰の事．奄悼う緯・ 

モニタリング … 
V 

非正常行． 

次の工霞へ 

非正常行肋が‘’されたら”・ 

作露ー時休止 
【車内侍柳・雄収） 

モニタリングi 

作業再■ 

正憎行．の倒 

t 操餌（ハンティング等〕 

2 餌運び 

3体息 

界正常行．のa 

t 雄園上昇（讐戒） 

z 深い羽ばたき 

3.波状景■ 

豪馴化は朝激の小さいものから始め、エ■が 

変わる度に行う 

※手順は、唐匠や有鵬者の助甘を踏まえ検討 

図 馴化の手順 

表 1回あたりの馴化日程と実施内容 

日程 実施内容 

1日目 

・正常行動の確認調査 
（馴化対象作業なし） 

・馴化前の3者会議 

（事業者、エ事業者、馴化業者） 

2日目 
・馴化作業 
・馴化作業後に3者会議 

3日目 
・馴化作業及び経過確認調査 
・馴化作業及び経過確認調査後に3者会議 

※内容は状況に応じて変更した。 

を
行
う
前
の
行
動
を
正
常
行
動
、
そ
れ
 

以
外
の
行
動
を
非
正
常
行
動
と
し
て
設
 

定
し
た
。
例
え
ば
、
正
常
行
動
と
し
て
 

は
探
餌
や
餌
運
び
の
回
数
や
ル
ー
ト
、
 

非
正
常
行
動
と
し
て
は
そ
れ
ら
の
回
数
 

の
減
少
や
ル
ー
ト
の
変
化
、
あ
る
い
は
 

急
上
昇
と
急
降
下
を
繰
り
返
す
波
状
飛
 

翔
な
ど
の
威
嚇
行
動
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 

る
。
本
事
例
で
は
、
正
常
行
動
を
把
握
 

す
る
た
め
、
馴
化
と
は
別
に
月
一
回
の
 

一
回
あ
た
り
三
日
間
及
び
馴
化
を
行
う
 

前
日
に
繁
殖
状
況
を
含
め
た
行
動
確
認
 

調
査
を
実
施
し
た
（
表
）
。
ま
た
、
馴
 

化
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
保
全
技
 

術
で
あ
る
と
共
に
、
工
事
の
一
時
休
止
 

時
な
ど
事
業
者
、
工
事
業
者
及
び
チ
ュ
 

ウ
ヒ
の
観
察
者
が
迅
速
に
連
携
す
る
必
 

要
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
馴
化
に
関
わ
 

る
勉
強
会
を
行
う
と
共
に
、
馴
化
期
間
 

中
に
は
毎
日
三
者
会
議
を
行
っ
た
。
三
 

者
会
議
で
は
、
チ
ュ
ウ
ヒ
の
繁
殖
等
の
 

状
況
、
馴
化
工
事
予
定
、
馴
化
の
手
順
 

等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
 

馴
化
の
結
果
と
し
て
、
非
正
常
行
動
 

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
馴
 

化
を
ー
つ
ず
つ
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
、
最
 

終
的
に
は
工
事
作
業
に
対
す
る
馴
化
を
 

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
チ
ュ
ウ
ヒ
 

も
毎
年
繁
殖
行
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
 

の
よ
う
に
、
繁
殖
期
に
営
巣
地
近
傍
で
 

の
工
事
が
避
け
ら
れ
な
い
事
業
に
お
い
て
、
 

鷹
匠
の
馴
化
技
術
を
保
全
対
策
に
用
い
 

る
こ
と
で
、
チ
ュ
ウ
ヒ
を
保
全
し
な
が
ら
 

工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

四
．
お
わ
り
に
 

保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
は
、
繁
殖
 

期
に
営
巣
地
近
傍
で
の
工
事
が
避
け
ら
 

れ
な
い
事
業
に
お
い
て
、
猛
禽
類
を
保
 

全
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
 

き
、
事
業
推
進
と
猛
禽
類
の
保
全
が
ト
 

レ
ー
ド
オ
フ
に
な
る
こ
と
な
く
、
両
者
 

が
両
立
で
き
る
観
点
に
お
い
て
有
用
な
 

手
法
の
ー
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
 

馴
化
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
他
の
猛
禽
 

類
に
応
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
 

、
え
る
。
 

し
か
し
、
保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
 

は
、
実
施
事
例
が
少
な
く
、
非
正
常
行
 

動
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
意
味
に
 

関
し
て
の
知
見
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
 

の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
 

い
て
、
保
全
対
策
と
し
て
の
馴
化
を
実
 

践
す
る
現
場
の
み
で
解
決
し
て
い
く
こ
 

と
は
、
時
間
及
び
費
用
的
な
観
点
か
ら
 

難
し
い
。
こ
の
た
め
、
実
践
の
現
場
以
 

外
で
の
技
術
研
究
が
重
要
で
あ
る
と
考
 

、える。 
弊
社
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
保
全
 

対
策
と
し
て
の
馴
化
を
実
践
す
る
と
共
 

に
、
馴
化
技
術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
 

課
題
の
解
決
に
向
け
た
技
術
研
究
を
行
 

う
こ
と
で
事
業
推
進
と
猛
禽
類
の
保
全
 

の
両
立
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
 

て
い
る
。
 

土
門
 
優
介
●
ど
も
ん
 
ゆ
う
す
け
 

株
式
会
社
ド
ー
コ
ン
 

環
境
事
業
本
部
 
環
 

境
保
全
部
 
主
任
技
師
。
 

北
海
道
大
学
大
学
院
 
環
境
科
学
院
 
卒
 

業
。
二
〇
〇
九
年
入
社
。
 

道
路
建
設
事
業
に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
に
 

従
事
。
 

日
本
鳥
学
会
二
〇
一
六
ー
二
〇
一
九
年
度
大
 

会
で
チ
ュ
ウ
ヒ
の
生
態
に
つ
い
て
発
表
。
 

（
一
社
）
日
本
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
協
会
の
 

新
領
域
研
究
会
に
所
属
し
、
累
積
・
複
合
影
 

響
を
考
慮
し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
 

い
て
検
討
し
て
い
る
。
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